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第３８回定期本部委員会において方針決定 

「２０２５春闘」申し入れ！ 
２月７日、ＪＲ四国労組本部は「第３８回定期本部委員会」を開催し、自動車

支部からは総勢６名が参加した。議事では定期大会以降の経過、当面の活動方針

が提起され、２０２５春季生活闘争方針については、連合・ＪＲ連合方針に基づ

き定期昇給の完全実施を前提としたうえで、純ベア１２,０００円要求を掲げた。 

自動車支部を代表して発言に立った藤田本部委員は「コロナ禍以降、離職の波

に歯止めがかからず、稼げるときに稼げていない」としたうえで、「『人財基盤』

の確立には、賃金引き上げや休日増加によって定着

を促すとともに、採用競争力が欠かせない」と今春

闘における成果を求めた。さらには、「物価が高騰

する状況において、価格転嫁もしながら、原資を確

保すべき」と述べ、「そのためにも安全・安心輸送

が重要であり、『凡事徹底』に努めていく」と決意

を語った。その後、満場一致ですべての議案が承認

され、２０２５春季生活闘争のスタートを切った。 

そして、２月１０日、会社に対して「２０２５春季生活闘争」についての申し

入れを行った。ジェイアール四国バスを取り巻く環境は、インバウンドを含め人

流が活発になるなど追い風が吹いていると言えるが、極めて深刻な要員不足によ

って、計画運休を余儀なくするなど、まさに「人財の確保・定着」が最大の経営

課題といえる状況にある。今こそ、採用力強化はもちろんのこと、会社を信じて、

苦難をともに乗り越えてきた組合員に対する「人への投資」が必要不可欠である。

今後開催する交渉においては、昨年に引き続くベースアップの獲得をはじめ、確

かな成果を勝ち取るべく力強く望んでいく決意である。（別紙参照） 

【主な要求項目】 

①定期昇給の実施（年齢給・職能給） 

②ベースアップ１２,０００円 

③労働時間の短縮及び制度改善 
以 上 

藤田本部委員（徳島分会⻑） 








